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平成２６年第１回愛川町議会定例会一般質問要旨 

 
※平成２６年３月４日（火） 

議  員 質 問 事 項 

１ 井上 博明 議員 
 

１．繊維会館の今後の在り方について 
（１）一団体の老朽化した建屋への支援に１億円以上の税金をかけ

る必要はないと思うが、耐震補強工事実施の有無について 
（２）繊維会館は解体し、跡地利用は繊維産業会を含め町民参加方

式により、地域・町全体の観光振興・地域活性化の拠点とし

て再利用すべきだと思うが、町長の考えについて 
（３）繊維産業会への今後の支援の在り方について 
２．消防団員確保と支援対策について 
（１）団員定数に対する補充率と団員確保への取り組みについて 
（２）これまで提案してきた団員 OB の活用、女性消防団員・団員

及び家族へのサポート制度の導入について 
３．介護保険制度改正への町の対応について 
（１）介護保険制度改定に係る町の見解と対応について 
（２）仮に改正された場合の利用者・介護事業所・本町への影響に

ついて 
（３）保険あってサービスなしにならないよう国に要請するととも

に、介護保険制度へ国の予算増額を要請すべきですが、町の

考えについて 

２ 小倉  英嗣 議員 
 

１．温泉施設建設に向けての取り組みについて 
（１）湯治効果で医療費削減が期待できるが、温泉施設の町長の考

えについて 
２．有害鳥獣対策に有効な電気柵について 
（１）町では、簡易電気柵を設置する際に一定の条件で助成してい

るが、耕作者の負担を軽減するため、補助金交付要綱の見直

しを検討することについて 
３．LED 防犯灯の取り組みについて 
（１）省エネ長寿命の LED 防犯灯の導入を強く求めてきたが、進

捗状況について 

３ 渡  辺    基 議員 

１．公有資産保有のあり方について 
（１）本町における公共施設（特にハコモノ系）の維持管理計画作

成の考えについて 
（２）今後の役場庁舎建て替えと図書館建設の進め方について 
２．保育園の待機児童対策について 
（１）本町の現状について 
（２）子ども子育て会議の状況について 
（３）待機児童解消加速化プランの取り組み状況について 
３．買い物弱者対策について 
（１）本町の買い物弱者の実態について 
（２）民間企業と提携した移動販売実施の考えについて 
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議  員 質 問 事 項 

４ 小島  総一郎 議員 

１．消防団員の確保について 
（１）本町消防団員の現状と団員確保の取り組みについて 
（２）企業や事業所に対する消防団員の加入や協力要請への取り組

みについて 
（３）女性消防団員の加入に関し、現状と取り組み、課題について 
（４）消防団を中核とした地域防災力の充実、強化に関する法律へ

の本町の対応について 
２．愛川町都市マスタープランについて 
（１）平成２７年の目標年次に向けた、５年ごとの評価や見直しの

取り組み方について 
（２）核づくり地区の見直し、課題については、新総合計画で基本

方針が定められているが、用途地域見直しの考えについて 
（３）工業系用途地域の未利用地は少なく、新たな産業の受け皿が

必要不可欠とされていたが、整備は進んでいません。特別工

業地域と合わせて、今後の対応について 
（４）公共交通、バス路線の利便性向上は、総合交通計画に基づい

て推進すると思うが、今後の具体的な取り組みについて 
（５）地域中心地の整備、育成に関し、半原久保地域は検討段階か

ら実施段階に入っていなければならないが、取り組み状況に

ついて 
（６）やすらぎ交流ゾーンの整備に関し、平成２３年より検討する

とされているが、検討状況について 
（７）道路の整備方針に位置づけられている半原台地と三増、中津

地区を結び町東西の市街地の一体化を図る路線である仮称三

増半原線の町長の考えについて 

５ 玉  利    優 議員 
 

１． 子宮頸がんワクチン問題の現状の認識と対応について 
（１）このワクチンの接種の評価について 
（２）ワクチン被害者の実態の把握について 
（３）被害者への対応と救済について 
（４）国における定期接種の積極推奨再開の動きに対する町の考え

方について 
２．農業問題の現状と課題の認識とその対策について 
（１）農業の現状と課題について 
（２）林業の現状と課題について 
（３）人･農地プランの成果と課題について 
（４）（林・畜を含む）農業問題の対策について 

６ 小林  敬子 議員 

１．空き家対策について 
（１）昨年９月議会で井上議員が条例化の検討と同時に空き家台帳

のシステム化を求めていますが、その後の取り組みについて 
（２）昨年５月の議会意見交換会での空き家対策を求める声に応え

て、議会でも単独条例設置の要望を提出したが、町の取り組

みについて 
２．町の農業について 
（１）昨年３月議会で、移住就農者のための空き家バンク制度創設

を提案したが、その後の取り組みについて 
（２）台帳整理調査の中での貸借意向調査と、平成２２年度から実

施している農地利用状況調査のこれまでの対応について 
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議  員 質 問 事 項 

（６  小林  敬子  議員）

（３）農薬を使用するお茶栽培と有機栽培が共存するためには、住

み分けが必要と提案し、町は農協に集約化の検討を提言して

いるが、その後の対応について 
（４）１月に三増地区に農地を持つ耕作者等を対象に「人･農地プラ

ン」見直しのための話し合いがあり、今後の農業についての

意見交換が必要だったと思うが、町の考えについて 
（５）町の農業特産品づくりのために、町独自の認定制度を作るべ

きと考えるが、町の考えについて 

 
※平成２６年３月５日（水） 

議  員 質  問  事  項 

７ 篠崎  直紀 議員 

１． 役場庁舎周辺地区の整備について 
（１）現在の整備の状況について 
（２）今後の整備計画について 
（３）検討委員会や協議会などの設置について 
２．愛川ブランド認定制度と(仮称)マーケティング室設置について 
（１）(仮称)マーケティング室設置の進捗状況について 
（２）(仮称)マーケティング室の詳細な業務内容について 
（３）愛川ブランド認定制度の詳細と運用方法について 
３．高田橋交差点周辺の交通渋滞における道路整備について 
（１）交差点改良の詳細設計について 
（２）県道５１１号の改良について 

８ 木下  眞樹子 議員 

１． 人口増加策について 
（１）人口減少に歯止めをかける施策について 
（２）この町に住んで良かった・住み続けたいと感じていただける

町の具体的な内容について 
２．愛川町のブランド化について 
（１）（仮称）マーケティング室を設置するとのことだが、キラッ

と輝く愛川ブランドの具体的な選定手法について 
（２）愛川ブランドの特産品の具体的な考えについて 
３．道の駅・川の駅について 
（１）町長自らのトップセールスにより、道の駅、川の駅の整備を

進め、本町特産品の積極的な PR を行うべきだと思うが、町

長の考えについて 
４．公民館活動について 
（１）各公民館事業の現状と課題について 
（２）地域性やその公民館に行かなければ体験できないものなど、

特色ある事業展開が必要だと思うが、町の考えについて 

９ 佐  藤    茂 議員 

１． 町道の積雪時の管理について 

（１）町道の除雪の対策について 

（２）山林の枝、竹の折れ曲がりなどの対応について 

２．文化･教育応援のあいかわについて 

（１）特徴ある学校教育推進の考えについて 

（２）国際交流姉妹都市締結による国際文化交流の考えについて 

３．観光協会の組織について 

（１）組織の一層の活性が必要だと思うが、考え方について 

（２）観光協会会長の民間からの登用の考えについて 
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１０ 井出  一己 議員 

１． 消防団の処遇改善について 

（１）消防団員確保の現状と課題について 

（２）消防団員処遇改善の考えについて 

２．小･中学校へのエアコン設置について 

（１）小･中学校へのエアコンの早期設置の所見について 

３．交通インフラについて 

（１）上田名バスターミナル開始で本町の路線バスへの影響につ 

いて 

（２）県道５４号、箕輪交差点改良工事の内容について 

（３）淵５９系統への乗り継ぎ方法について 

４．２月の大雪対策について 

（１）今回の大雪の被害状況について 

（２）本町の活動体制と幹線道路や町道の除雪の対応について 

１１ 熊坂  崇徳 議員 

１． 災害時の情報発信について 

（１）本町の災害時の情報発信の手法について 

（２）今回の大雪に関する情報発信における反省点について 

（３）今後の情報発信の手法について 

２．職員の資質向上について 

（１）職員の資質向上の手法について 

（２）民間の経営感覚を取り入れるための職員の意識改革の手法に

ついて 

（３）本年度の職員研修の内容と実績について 

１２ 佐藤  りえ 議員 

１． 外国籍住民防災リーダーの養成について 
（１）災害時に情報弱者になりがちな外国籍住民の自助・共助を促

進し、行政とも連携が出来る外国籍住民防災リーダーの養成

が必要と思うが、町長の考えについて 
２．図書館構想づくりについて 
（１）図書館構想づくりの計画について 
（２）本町における読書推進への具体的な取り組みについて 
（３）学校図書室の利用状況について 
３．ヘルプカードについて 
（１）障がいや難病を抱えた方が必要な支援をあらかじめ記入し、

緊急時に提示して周囲の配慮や手助けをお願いしやすくす

るヘルプカードがあります。弱者に支援の手をすぐに差し伸

べることが重要だと思いますが、町長の考えについて 
 


